Lasiodiplodia theobromae由来の新規シクロへキセノン化合物
(北大院農) ○北岡直樹、鍋田憲助、松浦英幸
　研究背景）糸状菌、Lasiodiplodia theobromaeは様々な興味ある生理活性物質を生合成する。本菌は植物ホルモンであるジャスモン酸を生合成することで有名である。また当研究室において、本菌培ろ液中より葉面散布によってジベレリン生合成阻害、アサガオ花芽誘導促進効果、  .……………..

　方法・結果及び考察）Lasiodiplodia theobromae を２週間培養した培養ろ液36Lを濃縮した後、酢酸エチルで抽出し、フラッシュカラムクロマトグラフィー（酢酸エチル、5%メタノール/クロロホルム）、HPLC(0-5%メタノール/水)に供して分画、精製を行った。…………………………………
.
要旨作成に当たっての注意：

原則として上の、題名と所属・氏名で３行を標準としたテンプレートを使って上書きして下さい。

１）題名・所属・氏名と要旨本文の間を１行空ける。

２）要旨文字数：８００文字以内

３）要旨本文行数：１７行　（いずれも厳密ではなく、題名・所属・氏名+空白行+要旨本文で21-22行に収まり、A4　1/2ページに無理なくレイアウト出来ればOKです。）
４）研究背景）などの文頭は、各自アレンジしたものを自由にご使用下さい。
５）図表の挿入も可能ですが、pdf変換時にズレたりする場合があります。後日HP上で仮要旨を公開するので、そこで確認して連絡してください。
６）左上の番号は消さないで下さい（講演番号として、こちらで上書きします）
送付方法

作成した講演要旨を添付ファイルとして，7月25日までにJSBBA_Hokkaido@chem.agr.hokudai.ac.jp宛てにお送りください．

ご質問がございましたら、石塚　敏　(日本農芸化学会北海道支部，Tel:011-706-2811, E-mail, JSBBA_Hokkaido@chem.agr.hokudai.ac.jp）までご連絡下さい。
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